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◇お問合せ先◇

認知症当事者ネットワークみやぎ 事務局
仙台市泉区松森字西沢２６－４ （清山会医療福祉グループ 事業支援室内）

ＴＥＬ 022-771-1852

担当：佐藤・小原

企画の趣旨
当会は2001年に発足した宮城県内の認知症当事者、関係者の有志の会です。この会から始まった活動に「おれんじドア」が

あり、そして丹野さんが代表である「認知症当事者ネットワークみやぎ」のリカバリーカレッジやピアサポート活動があります。
今回の企画は、これまでの積み重ねと認知症の本人の声から”認知症フレンドリーなまちづくり”のための具体的なアクションにつ
ながるものを、という思いで世話人一同熟考してきました。ご覧になった皆さんには感じとったことを誰かにお伝えいただき、そして私
たちと一緒に認知症とともに歩む“まちづくり”に参画していただきたいと思います。

世話人一同

第一部 講演
“新型コロナウイルス感染症と地域共生社会”
～改めてwith コロナ、アフターコロナを考える～

長 純 一 氏 （医師）
東日本大震災の医療救護で石巻へ。以来、市包括ケアセンター長とし

て「医療×行政」の総合的な仕事に取り組む。また石巻市雄勝診療所

長として、合併町の地域課題に取り組む。

町 永 俊 雄 氏 （福祉ジャーナリスト）

「おはようジャーナル」「くらしのジャーナル」などのNHKキャスターとして活躍。

2004年から8年間、「福祉ネットワーク」キャスターとして、うつ、認知症、医療

など現代が抱える福祉のテーマに取り組む。現在、福祉ジャーナリストとして

多方面で活動中。

山 崎 英 樹 氏 （いずみの杜診療所 医師）
医師。宮城の認知症をともに考える会世話人代表。1999年仙台市に「いず

みの杜診療所」を開設。現在、清山会医療福祉グループの代表。

第24回 宮城の認知症をともに考える会講演会

私たちが考える認知症とともに歩む“まち”のつくり方
日 時 令和３年１２月１８日（土） ＰＭ1：3０～ＰＭ4：３０
定 員 450 名 ※Zoom（無料）

Zoom視聴は先着450名までです。

谷 口 泰 之 氏 （御坊市市民福祉部介護福祉課）
和歌山県御坊市の職員として、認知症の本人目線で作り上げた「認知症

の人とともに築く総活躍のまち条例」策定の中心的な役割を担う。

中 澤 まゆみ 氏 （ノンフィクションライター）

雑誌編集者を経てライターに。在住の世田谷区では介護家族・住民目線

でシンポジウムや講座を開催。住民を含めた多職種連携のケアコミュニティ

「せたカフェ」も主宰し「せたがや居場所サミット」などを開催する。世田谷区

認知症条例立案にかかわり、現在、同区認知症施策評価委員。

丹 野 智 文 氏 （おれんじドア・認知症当事者ネットワークみやぎ代

表）

39歳のときに若年性アルツハイマー病と診断される。「ネッツトヨタ仙台」に所

属しながら認知症に対する理解を社会に届ける活動や認知症の診断直後

からのピアサポートの仕組みづくりなどを行っている。

小 湊 純 一 氏 （宮城県ケアマネジャー協会理事・事務局長）

石 田 一 也 氏 （宮城県議会議員）

丹野 智文 氏

長 純一 氏町永 俊雄 氏

谷口 泰之 氏

中澤 まゆみ 氏

第二部 シンポジウム
“認知症条例は

共生社会をつくることができるのか”

YouTube期間限定配信 「宮城の認知症をともに考える会」HPにて配信予定
https://miyagininntishou.jimdofree.com/


